
2015年2月2日
一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会

常務理事 浜田達夫

第21回 企業IT動向調査2015（14年度調査）
～データで探るユーザー企業のIT動向～

サイバーセキュリティ月間キックオフ・シンポジウム

「費用」から「投資」へ -経営の活力を支えるサイバーセキュリティ-
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アンケート調査
定点観測＋重点テーマ

14年11月に実施

インタビュー調査
重点テーマ中心に

14年11月～15年1月に実施

• 94年度以来過去21年間継続して実施、
経年変化をふまえた分析

• アンケートとインタビューの複合効果
• 年度別に、重点テーマを設定

・ユーザー企業IT部門長：50社

JUAS調査の特徴

・転換期に求められる
IT部門の役割とは

今回の重点テーマ

調査報告
2015年3月発表予定

• ユーザー企業IT部門4000社対象 24P
有効回答：1125社（回答率28％）

調査委員会、調査部会
による分析

企業IT動向調査2015（2014年度調査）の概要
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業務プロセスの効率化（省力化、業務コスト削減）

迅速な業績把握、情報把握（リアルタイム経営）

営業力の強化

業務プロセスの質・精度の向上（ミス、欠品削減等）

IT開発・運用のコスト削減

業務プロセスのスピードアップ（リードタイム短縮等）

グローバル化への対応

社内コミュニケーションの強化

BCP（事業継続計画）の見直し

ビジネスモデルの変革

企業としての社会的責任の履行（セキュリティ確保、個人情
報の保護等）

顧客重視の経営

企業間（グループ、業界、取引先間）の情報連携

商品・サービスの差別化・高付加価値化

経営の透明性の確保（内部統制、システム監査への対応等）

（％）

1位（n=1080）

2位（n=1080）

3位（n=1080）

＜IT投資で解決したい中期的な経営課題＞
「業務ﾌﾟﾛｾｽの効率化（省力化、業務ｺｽﾄ削減）」と「迅速な業績把握、
情報把握（ﾘｱﾙﾀｲﾑ経営） 」が二本柱
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IT投資で解決したい
中期的な経営課題
（1～3位）

・優先度が最も高いのは、
業務ﾌﾟﾛｾｽの効率化と
迅速な業績・情報の把
握という情報ｼｽﾃﾑの本
質的な役割に関わる二
つが挙げられており、こ
れは例年変わらない。
・第二グループに、営業
力の強化という経営課
題の解決に直結するこ
とが登場する一方、IT開
発・運用のコスト削減が
挙げられることに注目し
たい。
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経営幹部が昨今の企業を取り巻くセキュリティリスクの深刻さを重要視しており、重大なセキュリティリ
スクや対策の重要性については、経営会議等で審議・報告される
自社におけるセキュリティリスクは認識しているが、対策はIT部門など担当部門に任せている

自社におけるセキュリティリスクおよび対策状況について、ほとんど会話されることがない

＜ｾｷｭﾘﾃｨと経営との関係＞ 会社規模が大きいほど、経営陣の関与
する割合が大きくなる。売上高10億円未満では全体の3分の1が現場
任せのｾｷｭﾘﾃｨ対策となっている。

（ ）C JUAS 2015 4

売上高別 ｾｷｭﾘﾃｨと経営との関係



＜情報ｾｷｭﾘﾃｨ人材＞8割の企業ではｾｷｭﾘﾃｨ人材は不足と認識。
充足している企業は1割程度である。大きく不足する人材を今後、
どのように確保するかが課題
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①対策立案者（n=1104）

②情報セキュリティ教育者（n=1103）

③インシデント対応者（問題切り分け、対策）（n=1102）

④セキュリティ機器の運用（ログ分析、攻撃検知）（n=1102）

⑤内部セキュリティ監査者（n=1100）

⑥経営層との橋渡し役（n=1102）

充足している 不足している 必要性を感じない

情報ｾｷｭﾘﾃｨ人材 現状の過不足状況
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